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5 実際の様子



学習活動 活動の詳細

１ はじめのあいさつ

２ 今日の学習の確認
・本時の活動の流れをホワイトボードで確認をする。
・２年生だけのリハーサルの様子を全体で確認する。

３ 目標の設定
・グループとしての目標を話し合って設定する。

４ 「働くためのきまり」の確認
・拡大した「はたらくためのきまり」を見て確認する。

５
グループごとにお客さんを
迎える準備

・お面屋，かき氷屋の２つのグループに分かれて，商品を並べたり
自分の係の確認をしたりする。

・２年生がお客さんと店員に分かれて，お手本を１年生に見せる。

６
１年生をお客さんとして迎え，
リハーサルをする。

・あいさつ，チケットをもらう，商品を袋に入れる，商品を渡す
など，接客をする。

5 実際の様子（本時の授業展開）
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３．目標の設定

活動内容

①
自分が担当するお店を
確認をする。

②
グループに分かれて
話し合い，グループの
目標を設定する。

③
グループ毎に決めた
目標を発表する。

5 実際の様子（本時）
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夏祭りをしよう
ワークシート

5 実際の様子（本時）
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４．「働くためのき４．「働くためのき
まり」の確認

5 実際の様子（本時）
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活動内容

①
２年生同士での
リハーサル

② 動きの確認

③
２年生と１年生で
リハーサル

6.リハーサル

5 実際の様子（本時）
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2年生同士で練習している様子

1年生と練習をしている様子



接客用コメントシート

コメントシートを使って対応するｋさんコメントシートを使って対応するｋさん

5 実際の様子
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「チケットをください」のコメントシートを提示



ありがとうございました！

リーダーシップを発揮できるようになったｈさんリーダーシップを発揮できるようになったｈさん

5 実際の様子
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「またお越しください！」と言ったら？
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評価は◯と△の２段階評価

生徒 本時の個人目標 評価

h
商品を渡し，感謝の言葉を言うことができる。
（職業，中１，Ａ－ア－（ウ））

両手で袋を渡せていた。
「ありがとうございました。」も大きな声ではっきり
と言うことができた。

◯

k
場の状況を把握して，必要な道具の準備をする
ことができる。
（職業，中１，Ａ－ア－（イ））

始めのうちは促されて準備をしていたが，繰り返すう
ちに，状況を判断して商品の補充ができていた。 ◯

j
あいさつや決まった文を，適切なタイミングで
言うことができる。
（生活，小３，カ－（イ））

促されて言うことができた。
様子を見て自発的にあいさつをすることは難しい。 △

g

丁寧に，商品を袋に入れて，次の係に渡すこと
ができる。
（職業，中１，Ａ－ア－（イ））

次の係に，「◯◯さん，おねがいします。」と言葉を
言いながら商品を渡すことができた。
しかし，手先を見ながら袋に入れることが難しく，巧
緻性・視線の集中の問題があげられる。

△

ｉ
商品を渡し，感謝の言葉を言うことができる。
（職業，中１，Ａ－ア－（ウ））

お客さんに対し，両手で商品を渡し，接客をすること
ができた。また，笑顔で「ありがとうございまし
た。」と言うことができた。

◯

l
適切なタイミングで，お客さんに言葉かけをし
たりチケットを受け取ったりすることができる。
（生活，小３，カ－（イ））

お客さんが来たことに気がつくと，チケットを受け
取ったり，プラカードを使って言葉かけをすることが
できた。

◯

中学部分科会 34

６ 目標の評価（個人）

か
き
氷
屋
さ
ん

お
面
屋
さ
ん



生徒 本時の個人目標 評価

h
商品を渡し，感謝の言葉を言うことができる。
（職業分野，中１，Ａ－ア－（ウ））

両手で袋を渡せていた。「ありがとうございまし
た。」も大きな声ではっきりと言うことができた。 ◯

（◯と△の２段階評価）

６ 目標の評価（個人）
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生徒 本時の個人目標 評価

ｋ
場の状況を把握して，必要な道具の準備をすること
ができる。（職業分野，中１，Ａ－ア－（イ））

始めのうちは促されて準備をしていたが，繰り返すう
ちに，状況を判断して商品の補充ができていた。 ◯

（◯と△の２段階評価）

６ 目標の評価（個人）
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＊来場者に喜んでもらえるものは何かを自分たちで考え、
活動に取り組む。

・準備段階→ お客さんを迎えることを意識して取り組む姿。
・活動の振り返り→ 接客するときに大切なことを考える姿。

＊グループの友だちと協力して、仕事に取り組む。

・グループの一員としての役割を理解して取り組む姿。
・友達の様子を見て，自分のすべきことを考え取り組む姿。

６ 目標の評価（単元全体）
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７ 成果と課題
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○成果
・生徒の資質・能力の育成に向けての工夫ができたこと

・生徒が主体的に活動するための工夫ができたこと

○課題
・教師の支援方法を再考・工夫

・働くことへの意識の育成



【資質・能力の育成に向けての工夫】

【グループ活動】
話し合い
↓

役割決め・目標・
振り返り

【毎時間の目標設定】
難しかったことや
がんばりたいこと

↓
目標が明確に。
グループの一員と
しての意識付け
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【活動への意識】

・商品制作のための
インタビュー

・チラシ・チケット配布

お客さんを意識◎
販売するための工夫◎

７ 成果と課題（単元を通して）

【取り扱う
教科の変更】

美術と国語

↓

社会と職業

毎時間のワークシート



【チェックリストの作成】

状況が目に見えることで
達成感・やる気⬆

【特別教室の利用】

屋台の準備～本番

屋台という場の設定

お客さんを招く
という雰囲気

【タブレット端末の利用】

検索したい気持ち⬆
↓

ローマ字表を持ち歩く

【リハーサル→本番】

丁寧な手順確認

↓

主体的な行動⬆

【昨年経験した活動】

活動への見通し◎
↓

想像しやすい
取り組みやすい

自分の役割を意識⬆
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【生徒が主体的に活動するための工夫】７ 成果と課題（単元を通して）



【支援方法の再考・工夫】

【夏祭り本番】

接客時のお客さんへの意識
＝やや低

接客カードを提示する
タイミングのずれ。

職員の支援方法

７ 成果と課題（単元を通して）
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【働くことへの意識】

【単元全体を通して】

活動内容・自分の役割

としては理解

→自分で考える◎

協力◎

「働く」という職業的な意識を
持つには至っていない。
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①カリキュラムマネジメ
ントについて

・小学部からのつながりを
もった授業設定

・一人一人にあった
目標設定

②グループ活動について

・グループの一員である
という意識

・友だちの様子から、
「自分がすべきこと」を
考えること
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８ 今後に向けて



①カリキュラムマネジメントについて

「夏祭りをしよう」単
元で，目標や活動内容
等をさらに発展させて

設定する方法

「夏祭りをしよう」単
元で、今回とは違う教
科目標で設定する方法

違う単元だが、今回と
同じ教科目標で
設定する方法

単元を通して目標達成 次年度の単元設定の
仕方の工夫

中学部分科会 45

８ 今後に向けて



②グループ活動について

他者意識⬆

準備やリハーサルから
グループ活動

観察学習・模倣学習の
機会⬆

役割分担

次のステップとして

グループ内での役割交代
＝様々な経験

・自己発見，意思決定の機会
・思いやりや助け合いの心情
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８ 今後に向けて


